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株式
会社 安全上のご注意

● ご使用の際は、取扱説明書をよく
  お読みの上、正しくお使いください。

● 本カタログの内容は2 0 0 6 年11 月現在のものです。

＊

※ 外観及び仕様は改良のため、お断りなく変更することがあります。

分 類

入力部

出力部

電源部

一般仕様

その他

項 目

入力範囲

ゼロ調整範囲

スパン調整範囲

非直線性

ロードセル電源

ゼロ点温度係数

スパン温度係数

周波数特性

応答時間

入力換算ノイズ

校正値

電圧出力（AD-4 5 4 1 - V）

電流出力（AD-4 5 4 1 - I）

電源

消費電流

使用温度範囲

使用湿度範囲

保存温度範囲

外形寸法

製品質量

端子

取り付け方法

本体材質

アイソレーション

絶縁耐圧

付属品

仕 様

±3 . 2 mV/V

±0 . 5 mV/V

0 . 4 mV/V～3 . 2 mV/V

0 . 0 5 %  of F. S .  typ.

DC 5 V  6 0 mA max.

（ロードセル 1 2 0 Ω系1 個、または3 5 0 Ω系4 個まで使用可能）

2 μV/℃ typ.

2 0 0 ppm/℃ typ.

DC～約2 Hz（－3 dB）

約1 9 0 ms （0 % →9 0 % ）

2 μVp- p typ.（0 . 1 ～1 0 Hz帯域にて）

1 mV/V ±0 . 2 %  typ.

±2 V （負荷抵抗 2 kΩ 以上）

4 - 2 0 mA （負荷抵抗 2 5 0 Ω以下）

DC2 4 V ＋1 0 % －1 5 %

1 0 0 mA max（約2 . 4 W）

－5 ～＋5 0 ℃

8 5 % RH以内（結露不可）

－2 0 ～＋7 0 ℃

4 5 W×1 2 2 H×2 4 D mm

約9 0 g

ばねクランプ式    適合電線 より線 0 . 0 8 ～1 . 5 mm2/AWG 2 8 -1 4  

最大被覆外径 φ3 . 4 mm

DINレール取り付け または ネジによる取り付け

PBT（難燃V0 、ガラス繊維入り黒色）

入出力-電源間

DC 5 0 0 V 1 分間

端子台操作用マイナスドライバ ×1 、 取扱説明書×1

仕様

ブロック図／接続図

外観図

センサー入力端子

DINレール

アナログ出力端子
及び電源端子

スイッチ

ボリューム

オフセット/ゲイン
調整回路

レベル変換回路

・ ±2V
・4ー20mA 
※機種による

校正値回路
1mV/V

LC 印加電源
DC 5V

入力部

出力部

電源部
（アイソレーションあり）

増幅回路

S HD入力シールド

センサ入力端子

POWER－
電源端子は2個ずつ並列になっています。
渡り線接続にご利用ください。

POWER ＋

S HD
出力シールド

OUT－

OUT＋
電圧または電流出力

電源端子（DC2 4 V）

アナログ出力端子

ロードセルまたは
ひずみゲージ

EXC－

EXC ＋

S IG－

S IG＋

LPF

■ 小型、薄型、軽量で取り付けが容易にできます。

■ キャリブレーションはボリュームで行う方法と校正用スイッチで行う方法があります。

■ ゼロ調整範囲(±0 . 5 mV/V )とスパン調整範囲( 0. 4 ～3. 2 mV/V )が広いため様々なブリッジ型

センサーに対応できます。

■ 配線が容易なバネクランプ式端子台を採用していますので圧着端子が不要です。


